

























































マレーシアの病院は public と private の２つがあります。Public は公費負担が大きく薬剤の費用まで含め
てほとんど個人負担がありません。また，ワクチンも無料で外国籍の住民にも行っていました。













































































１００cases in clinical medicine を一緒にマレーシアに行く学生５人で週１回４ヶ月ほど勉強しました。ま
た，英会話に不安があったので，スカイプを利用したネットの英会話教室を利用し５ヶ月ほど学習しまし
た。また，英語で問診をとる練習を事前にしていきました。患者さんの中にも英語を話せる人が結構いた
ので役に立ちました。電子辞書は必須です。
・費用
観光もたくさんし，買い物もたくさんして私は２７万円程使いました。必要最低限の金額としては１５万円
くらいでしょうか。今年は必要なかったのですが，もしかしたら来年から授業料が必要になるかもしれな
いとのことです。
・生活
服装：日本の夏と一緒で大丈夫です。日差しが強いので羽織れるような長袖も必要。寮にはコインランド
リーがあり利用できます。すぐ乾くので洋服の量はそんなにたくさん入りません。
食事：私はとても美味しく何でも食べられました。スパイシーなものが苦手な人は大変かもしれません
が，がんばって唐辛子をよければ大丈夫です。大学の向かいには何軒か食堂があるので，食事をするとこ
ろには困りません。また，同じ班の学生がいろいろな所にご飯を食べ
に連れて行ってくれるのでとても楽しいです。初めは怖がっていまし
たが，最後の方は屋台で食べたりしましたが私はあたりませんでし
た。安くておいしいですよ。
寮：学生が住んでいる寮に泊まりました。共用スペースと各人に個人
部屋があり快適でした。個人部屋の設備は，トイレ，水シャワー，洗
面台，衣装ロッカー，勉強机，ベッド，枕。エアコンはありませんが
大きなファンがあるので夜はそれなりに涼しかったです。ネットは部
屋では環境が悪く使えませんでしたが，寮のすぐ横の図書館では問題
なく使えます。
・最後に
大変貴重な体験をさせていただきました。英会話に全く自信がなく，出国前はとても不安でしたが，なん
とか１カ月楽しんで実習してくることができました。それも一緒に行った友人たち，UiTM の先生方，友人
たちのおかげです。本当に感謝しています。今後医師になっても留学のチャンスがあればぜひ行ってみたい
という気持ちが強くなり，帰国した今でも英会話や医学英語を勉強していこうというモチベーションになっ
ています。医療の違いはもちろんですが，文化や宗教の違いを実感し，日本という国を以前より客観的に見
られるようになったと思います。このような貴重な機会を与えてくださった山城先生，本当にありがとうご
ざいました。気持ちよく送り出してくれた両親にも感謝しています。この経験を生かして，勉学に励みたい
と思います。
↑とてもきれいな図書館
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プライマリケアで一緒に回ったグループがい
ろいろな所に連れて行ってくれ最後にはお別
れパーティーを開いてくれました。
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